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1. せき悪荒廃林地の代表としては, 最も広い分布をもつ花園岩類の砂質深層風化土と, 新第三紀層の
埴質赤色土とを, それぞれ気候の著しく異なる東北と近畿, 中国の両地域に求め, これら未熟土の諸性質
の相互関係と復旧過程における変化とを追究した｡
2. 土壌の諸性質では全孔隙量と大 ･小孔隙量の比率とが, 土壌化における生物的影響を代表する炭素
含有畜と粘土含有率との変化と最も密な関係を示す｡ またこれらの関係は, 初期段階では, 土壌の母材に
よる差が著しいことなどが明らかになった｡





回復経過より, かなり遅れて進行することが明らかになった｡ したがって, 復旧成果を判定す るために
は, 蛍に林木の生長度合のみに注目せず, 土壌の諸性質の進化を慎重に検討しなければならないことが明
らかである｡









代表し得ること, さらに成熟過程で重要な意義をもつ, 土壌の耐蝕性について, 土壌の炭素含有量 の変
化, 孔隙量の変化などとの相関を明らかにし, 耐蝕性の発達過程と母材, それより生ずる土壌の諸性質の
変化との関係を究明するなど, 森林土壌学や砂防工学などに貢献する多くの新知見を得ている｡ また砂防
造林技術に寄与するところもすこぶる多い｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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